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1 目的

本ガイドラインは、往復動圧縮機の保全工事一般の仕様明細について規定する。

2 適用範囲
(1) このガイドラインは、往復動圧縮機の保全工事に関する仕様について適用する。
(2) このガイドラインは、往復動圧縮機の保全工事に関する一般的事項を示すもので機器固有の特定事項については、その都度定める。
(3) このガイドラインに規定する以外の事項で安全に関するものについては２.通則の関連規則にある安全規則類による。
3 打合せにより確認する事項
打合せにより確認する事項は、次に示すとおりとする。
3.1 着工前の打合せ事項
(1) 工事目的及びその範囲(工事仕様書又は別の定めによる)

(2) 機器の構造確認(図面による確認)

(3) 工程(３日間以上を要する工事については、工程表を作成のこと)

(4) 工事方法
(5) 作業担当者の確認
(6) 安全衛生に関する事項
(7) その他必要と認める事項
3.2 工事中に毎日打合せを行う事項
(1) 当日作業内容及び問題点
(2) 翌日作業予定内容
(3) 検査後の修理部位、方法
(4) 安全衛生に関する事項
(5) その他必要と認める事項
4 工事仕様明細
4.1 準備作業
工事着工に先立って実施する準備・安全確認項目は次に示すとおりとする。
(1) 工事に必要な部品・工具・保護具等を予め準備手配しておくこと。
(2) 圧縮機の吸込弁、吐出弁及びフレアーライン等他の系統に接続されている場合はその元弁が閉止され「開放禁止」札が付いている事を確認する。(尚、定修作業等において当該系内及び接続系内が完全にブローされ、ガスの流入のおそれがない場合は、この限りではない。)

(3) 上記閉止弁に漏洩が認められる場合は仕切板を挿入すること。
(4) 圧縮機の駆動機が電動機の場合は操作スタンドに「運転禁止」「修理中」「電源遮断」の各札が、蒸気タービンの場合は、主蒸気弁及び排気弁が閉止され「開放禁止」札が取り付けられており、かつシャフトが停止している事を確認する。
(5) 圧縮機内部に残圧及び有毒性・可燃性ガスが無いことを確認する。
(6) 温度計、圧力計等計装電気課で管理する計器を取り外す必要がある場合は予め作業日程等について連絡をすること。
4.2 取り外し分解掃除
(1) 一般共通事項
(a) 分解に際しては、構造を十分理解し分解の方法及び順序を間違えないようにすること。
(b) 分解に際しては、予め外部の掃除手入を実施すること。
(c) 分解に際しては、治具等正規の工具を用い、機械部品に損傷を与えないよう注意すること。
(d) 分解に際しては、アイマークを確認しない場合はアイマークを打つこと。また必要に応じ組立寸法を計測メモしておく。
(e) 取り外した部品類および工具類は整理整頓を行い発錆、損傷の無いように油につけるか油を塗布したビニール・テープ等で養生をすること。
(f) スラッジ・スケール・廃ウエス等は､別途規定「工事廃材処理に関するガイドライン」に従って処分すること。
(g) 洗油は灯油を使用し廃油については、予め準備された金属容器に収納した後、指定場所へ運搬処置すること。尚特殊な溶剤等を使用する場合は、予め所属上長の許可を得ること。
(h) 直接火気使用付近での洗油使用は禁止する。
(i) 不具合箇所の修理・調整・その他取り替え部品等は、すべて保全担当課員の指示によること。
(j) ボルト類等のネジ部はワイヤーブラシで手入れをして、規定の焼付防止剤を塗布すること。
(k) 圧縮機回りの小口径配管は損傷防止の為、必要に応じ養生等の処置を施すこと。
(l) オイル配管系のフランジを開放する場合は異物等入らないようにビニール・テープ等で養生すること。
(2) 往復動圧縮機の分解掃除
(a) バルブカバー等の取り外しに際しては、残圧のない事を確認した上で念のため２本ナットを残し、ゆっくりとカバーを開放すること。
(b) ピストンの抜き出しに際しては、ロッド末端のネジ部を保護し、ネジ部を傷付けないよう注意すること。
(c) クロスヘッドの抜出しに際しては、重量物であることに留意し、ガイド・シューに傷を付けないよう注意すること。
(d) ロッドパッキンは順序よく順番に分解し、整理すること。
(e) フレームクランク室内の掃除にはスポンジを使用しウエスは使用してはならない。
(f) メーンメタル抜出しに際しては、クランク軸を上げすぎないよう注意すること。
(g) フレーム取り付ボルトの緩みの有無を確認すること。
(h) デフレクション・ランアウト・芯チェック等回転を伴う点検に際しては、クランク等にはさまれないよう注意すること。
4.3 修理・組立
(1) 一般共通事項
(a) 不具合箇所の修理、各部調整、その他部品取り替え等はすべて保全担当課員の指示を受けて行うこと。
(b) 機械加工が必要な場合は、保全担当課員の指示により加工を行うこと。
(c) 機械加工部品は加工後、保全担当課員の検査を受けた後組み込み作業を行うこと。
(d) ガスケット類は規格品を使用すること。
(e) 組立てに際してはアイマークを確認し、正規の位置に復旧すること。
(2) 往復動圧縮機の修理、組立
(a) バルブ締付ボルト、バルブカバー締付は規定トルクで締付のこと。
(b) バルブ組立に際しては作動確認をするとともに、吐出、吸込バルブの組み違いのないよう注意すること。
(c) シリンダー内部に異物のない事を確認すること。
(d) ピストン挿入時はピストンリング保護のため治具を使用すること。
(e) ロッドパッキンの組み込みに際しては、サイドクリアランスを基準内に調整し、組合せ組込み方向を間違えないよう注意すること。(中間、油切りパッキンも同様）
(f) メーンメタル、ラージェンドメタル締付ボルトは規定トルク、又は規定伸びで管理すること。
(g) 割りピン・ガスケット類は再使用しないこと。
(h) シリンダートップカバー等で鋳鉄製のものの取り付けに際しては片締め、締め過ぎ等により破損させないよう注意すること。
4.4 試  運  転
試運転に際しては、別途規定する作業標準（安全細則）などに準拠して行う。
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